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北海道平取高等学校 源 和也

新カリキュラム
『科学と人間生活』の物理分野で

何を生徒を伝えるか
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現カリキュラム

理科基礎 （２）

理科総合Ａ（２）

物理Ⅱ（３）

物理Ⅰ（３）

理科総合Ｂ（２）

新カリキュラム

科学と人間生活
（２）

物理（４）

物理基礎（２）

※ 化学、地学、生物についても物理と同様
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新カリキュラム

科学と人間生活
（２単位）

○○基礎
（２単位）

現カリキュラム

○○Ⅰなど
（３単位）

理基、理Ａ、理Ｂ
（２単位）

○○基礎（２）

○○基礎（２）

○○基礎（２）

文部科学省 高等学校 学習指導要領より
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現カリキュラム 平成24年度入学生 平成25年度入学生（仮）

１年次 理科総合Ａ（２） 科学と人間生活（２） 生物基礎（３）

２年次 生物Ⅰ（３） 生物基礎（３）
必修：科学と人間生活（２）
選択：生物（２）

３年次 化学Ⅰ（３） 化学基礎（３）
必修：化学基礎（３）
選択：生物（２）

数学・理科のみ
新カリキュラム

先行開始

全科目
新カリキュラム開始

＜現状＞
中学時代から理科は好きだが、不得意という生徒が多い・・・
特にエネルギー、力、速度、電気はアレルギー状態・・・
さらに数学・英語が苦手で、数式や計算は見ただけで投げる生徒多数・・・
しかし、看護系希望者が毎年数名いる。

基礎科目３科目の履修を断念。科学と人間生活を履修

5

*理科の教員が一人しかいない小規模校

*商業科があるなど生徒の進路先に就職が多い学校

*理系の４年制大学へ進学する生徒が少ない学校

「科学と人間生活」を履修した場合
→ 高校で物理基礎を履修しない可能性が高い！
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*『言語活動の充実』『思考力・判断力・表現力』

*物理、化学、生物、地学の４分野を学習

→ 標準単位２単位（７０時間）なので、

１分野につき約１６時間程度の学習時間しかない。

*それぞれの分野において、内容を選択できる。

*センター試験での出題は無い

*現在、発行されている教科書は４種類

（Ｄ社、Ｊ社、Ｋ社、Ｔ社）

7 8

熱

熱運動・熱量保存

仕事・エネルギー

光

反射・屈折・分散

回折・干渉・電磁波

→ 力学・電気は含まれていない！

物理分野
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ア 光と熱の科学

（ア）光の性質とその利用

光を中心とした電磁波の性質とその理由について理解すること

（イ）熱の性質とその利用

熱の性質、エネルギーの変換と保存及び有効利用について理解すること

（イ）については、熱量保存、仕事や電流による熱の発生、
エネルギーの変換に関して、観察、実験などを中心に扱う
こと。その際「エネルギーの変換と保存」については、熱
機関と永久機関に関する歴史的な事項や熱が仕事に変わる
際の不可逆性に触れること。

文部科学省 高等学校 学習指導要領より
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時数 内容 時数 内容

１ 熱運動、絶対温度 ９ （実験１）力学的エネルギーの保存

２ 熱量の保存、熱容量・比熱 １０ ジュール熱、電力量

３ （１，２の問題演習） １１ （１０の問題演習）

４ 熱伝導、状態変化 １２ （実験２）電気パン

５ 力、仕事 １３ エネルギーの変換

６ 位置Ｅ、運動Ｅ（公式含む） １４ 熱機関、熱効率、永久機関

７ （５，６の問題演習） １５ 新エネルギー、自然エネルギー

８ 力学的エネルギー保存の法則 １６ エネルギーに関する
グループディスカッション
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長さが決まっているパイ
プから静かにビー玉を落と
し、ビースピで速度を測る。

高さを変えて実験をし、
高さと速さの関係について
も考える。

力学的エネルギーが保存
していることを確認する。
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教科書には「極板付近のパンは食べないこと」、と記載してある。

しかし、ステンレス板を食塩水に入れると茶褐色になるという研究もされて
おり、ホットケーキミックスにも塩分が含まれていると新しい生成物が発生
している可能性も十分考えられる。生徒が食べる際には注意が必要である。14

*学力が上位、中位、下位が１～２名ずつ計３～４名のグルー
プを作る。

*学力上位者を先生役とし、問題演習に取り組む。

→ 下位者がわかりやすい表現を意識させる。

*学力上位は例題を解いた後、自分で類題を作り下位者に解い
てもらう。

→ 類題を作ることにより、成績上位者は問題のポイントへ

の理解が深まる。下位者は反復することで定着を目指す。

*学力中位・下位者で上位者から教えてもらった解き方のポイ
ントをレポートとしてまとめる。

*まとめた解き方のポイントをグループごとに発表し合う
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*日常的な題材や身近な題材を授業や実験で扱い、身の回りの
科学への興味関心を高める

*『言語活動の充実』を実験や授業で意識することで、話す力、
聞く力、書く力の向上

＜熱分野＞

*高校で物理を習う最後の機会と捉え、仕事や力学的エネル
ギーなど発展的な内容にも触れることが必要と考える。

*自然エネルギーや新エネルギーなどにも深く触れ、環境問題
や自然科学全般に深い興味を持てる生徒を育てたい。
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北海道平取高等学校

源 和也

11gen-physics19@infoseek.jp
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